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災害補償課　診断書料について

公務災害の認定のための診断書料については、このたび、改正通知によ
り基金の支払対象となったとのことですが、この改正により、認定時に
傷病名を確認するため医師に診断書を求めなければならなくなったので
すか。
また、当該診断書料について、どのように基金に請求すればよいでしょ
うか。

Q

A 当基金では、療養費用算定基準細目（昭和63年9月1日消基発第305号）の一部

を改正し、市町村の公務災害の認定のための診断書料について、平成27年4月1日

以後に発生し公務上と認定された災害に係るものから、１通5,000円の範囲内で、

当基金の支払対象とすることとしました。

この改正は、市町村が公務災害の認定を行う際に医師の診断書の提出を求める場合が多

く、当該診断書料を市町村が負担している場合が多いと聞いていたことによるものです。加

えて、市町村からは、当該診断書料を基金の支払対象にしてほしいとの要望があり、現に療

養補償費に含めて請求される例もありました。

つまり、今回の改正は、市町村の金銭的な負担を軽減することを目的としています。した

がって、認定時に傷病名を確認するため医師に診断書を求めなければならなくなったとい

うことではありません。

次に、当該診断書料の請求方法については、初回の損害補償費の請求時、1号紙　診療費

請求明細書（病院・診療所用）の「イ　診療報酬点数表により計算できないもの」欄に「認定

のための診断書料　○○○○円」と医療機関に記載してもらい、併せて当該診断書の写し

（原本証明は不要）を添付ください。

なお、被災者の病気休暇届に添付するものなど他の目的に使用する診断書については、こ

れまでどおり支払対象とはしていません。したがって、請求においては必ず「認定のための」

という文言を記載してもらうよう留意ください。
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以下である場合となり、これにも該当しない。

したがって、左肩関節の機能障害について

は障害等級には該当しないものと判断した。

②変形障害について

左胸鎖関節部の変形障害については、「裸

体となったとき変形が明らかにわかる程度の

もの」と認められた場合（「したがって、その

変形がエックス線写真等によって、初めて発

見し得る程度のものは該当しない。」）、鎖骨

の変形障害として判断することとなっている

が、左胸鎖骨の変形の程度は、エックス線写

真でもはっきりと確認できないほどのごく軽

度のものであるとの医学的所見を得ているた

め、左胸鎖関節の変形障害については障害等

級には該当しないものと判断した。

③神経系統の機能障害について

左肩部の疼痛による感覚障害については、

医学的に「受傷部位にほとんど常時疼痛を残

すもの」と認められた場合、神経障害として

判断することとなっている。これを本事案に

ついてみると、「左肩鎖関節の変形治ゆ及び左

胸鎖関節の亜脱臼が原因となって肩の神経を

圧迫して疼痛を発生させていることが他覚的

に認められる」との医学的所見を得ているこ

とから、神経障害に該当するものと判断した。

また、その障害の程度であるが、「強度の疼

痛であるとまでは考えられない」との医学的

所見を得ており、かつ、「通常生活上及び通常

業務において特段の支障はない」との調査報

告を受けていることから、「通常の労務に服す

ることはできるが、受傷部位にほとんど常時

疼痛を残す」状態であると判断し、障害等級

第14級第9号「局部に神経症状を残すもの」

に該当するものと判断した。
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